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念願であった自社製品での『ＭＥＸ金沢』出展がついに叶いました。ブースも 

一新し、一コマながら派手目なデザインは来場者の目を引き、宣伝効果が  

高かったと思われます。 

しかも、小松鋼機様のブースをお借りした製品の展示や金沢機工様のパネル出展 

に加え、社長のトップセールスもありＰＲに気合 

が入りました。お客様の反応も良く『導入を 

検討したい』とお言葉を頂き、この出展が大成功 

であったと実感しました。『楽～ラント』の営業 

活動にご尽力頂きました、小松鋼機様、金沢機工様始め関係者様、並びに慣れ  

ない接客や搬入搬出に汗を流した社員の皆様に心より御礼申し上げます。 

 

 

                      

｢ モノクロの世界 Ｐａｒｔ２ 」  Ｈ３０年７月吉日 岩本 博之 

 

カオス・・宇宙 (コスモス) が生成する以前の原古に存在したとされる混沌の状態をさすギリシア語。   

カオスは宇宙形成の原初に出現したとされるが、語義として〈口を開けた空間〉が推定され、天と地の裂け目

を意味するとみられる。私には意味不明ですが、まさに「人生とは？」答えが無い、と言うのが答えそのもの

だと思います。新入社員が「成功するには？」との問い掛けに窮するのと同じです。一休さんの禅問答のよう

ですが、２０歳から３０・４０・６０才台に成れば霞が段々晴れるようになるでしょうがハッキリと道が見える・ 

結論が出るような事ではありません。・・答えにはなりませんが、私の拙い経験から言える事は、「努力」は 

必ずや報われない事も有りますが嘘はつかない。生きる過程で挑戦・失敗を繰り返すほどその精度は増し、

目標に近づくのは間違いないでしょう。挫折＝諦め・・だけど再挑戦する、自分の人生は必ずや開ける、いや

扉をこじ開けて見せる。誰も助けてはくれませんが、尊敬できる(友人)方々からはヒントが貰えます。只それ

に気付くにはやはり『努力』の過程が無ければ見過ごしてしまいます。ここが重要です！私見ですが７０年の

人生を振り返り私の端的な幸せの基準は、１００億円の資産を持って六本木ヒルズ族になるよりも過疎地の

山奥で年収２５０万円(年金？)程度でも、年に２～３回ほど囲炉裏＆鍋 (山や川の幸が満載)を老夫婦＆息子

(娘)夫婦＆その子供達＆またその子供達(孫)と夕餉を楽しめれば「至福」です。それでは「挫折」を防ぐには 

どうしたら良いのでしょうか。① 先ずは「健康」に、全てに感謝する。 ② 他人と比較しない。 

③ 多くの先生・友人を持つ。（プラス思考で考え楽観主義になれる） ④ 持続的な趣味(スポーツや  

文芸)を持つ。➄ ３・５・１０・２０年先のビジョン(目標)を持つ。 ⑥ 過去を振り返らない。 

最近感動した事は、ＴＶドキュメンタリーで山奥に一人暮らしする８０才老人(敢えて表現)が５年前の植林が

育つのを楽しんでいる風情です。休耕田数十枚を有効利用するために一反(３００坪)当たり２～３本の楢＆  

ブナ＆ヒノキを整然と植え、孫を養子に迎えて２００年後には神社仏閣の造営時に寄贈するよう伝えている 

そうです。老い先が短く７５歳からの手入れだけでも大変な労力を必要とするにも拘らず、子孫にも同じ   

価値観(無償の奉仕)を共有出来るのは素晴らしい事です。物造り(製造・農林業・職人)の世界で老人パワー

は８０才を超えても元気溌剌に活躍されている方が大勢居ます。徳島県上勝町の人口２,２２９人の小さな町

に「株式会社いろどり」という第三セクターがあります。地元産の柿の葉や紅葉などを都市部の料理店向けに 

販売し、生産農家の女性は８３歳の人でも器用にパソコンを操作しながら自分の商品がいくらで売れたかを 

画面で確認。明日の出荷数量を予想し葉っぱの取り込み、その葉っぱの質を上げるために必要な木を裏山

に自分で植える。売れ筋を分析しながら８０才代でも年収３５０万円の収入を得ています。 

『人生は綱渡り』今過去を振り返ると少なくとも上や下を見ずに右往左往する事無く、絶壁の綱渡りを

歩んで来たように思えます。ある人から見れば“平地”と思われるかも解りませんが、分岐点ではいつも

手を差し伸べて頂いた、と言う思いに捕らわれています。その危険さを自覚しなかったのは下界を見る・

怖さを感じる暇も無くいつも縄を編み、上を見れば同じようにもっと緻密で高度な綱を編んでいる先輩や

友人が居たからだと思います。老人になればこそどのように過ごそうか？と不安に思うのではなく、５年

１０年後の木(目標)を植える(考える)つもりで、発想の転換が元気の源になると肝に銘じています。 
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 岩本工業（株） 

ト キ オ 
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５月１７日～１９日 

石川県産業展示館４号館 

当社 展示ブース 

小松鋼機様 展示ブース 

【 ＭＥＸ金沢を見学して 】      第５係 浅井  

 
私は今春入社し、MEX 金沢に行ったのが初めてで人の多さや会場の雰囲気に驚きました。私が思ってい

たより会場が広く企業も多く出展していたので、一人で行っていたら何を見て良いか解らずただ眺めるだ

けになっていたと思いますが、亀井主任に案内して頂いたお陰で有意義に会場を見て回る事が出来ました。 

私が組み立てているソディック様の射出成型機 GL と同じ様な仕組みで動く製品や、仕事場にあると  

便利だと思うものもありました。3 号館にはソディック様が出展していました。残念ながらGL の展示は

ありませんでしたが、横型射出成形機のカタログにGLが載っていたので、大体の形が分かり今度は実物

を見たいという気持ちが強くなりました。 

 

４月２０日 

第５係 高瀬  

久しぶりの社外研修会に荒野係長と参加してきました。講師の方は今年度から生産革新を見て頂いて 

いる先生でした。はじめは自己分析ということで 60 項目のチェック項目から当てはまる度合いを 

チェックし、総合的に自分はどのような性格か分析を行ない、隣の方と自己紹介のような形で説明 

し合いました。今まで客観的に自己分析をしたことが無かったので、自分を知るのに良い機会でした。 

午後からは私が楽しみにしていたグループ討議です。私は知らない人と話をするのが苦手なのですが、

過去の研修でグループ討議にて話を交わすといろいろ自分の知らない情報、考え方が聞けて面白くなり 

楽しみになりました。今回の研修でも 4 人１チームで楽しく意見を交わすことが出来、楽しめました。  

討議の題目は「部下の教育・育成」でした。事例研究が3問、各事例に回答が4つあり、グループ討議に

てなぜその答えになったかを意見交換しました。回答の事例の中には昔なら当たり前のように言われて 

いたものがあり、それが今ではNGな事例となっていました。 

今回の研修で得た知識を普段部下の方と接する際に活かしていくのはすぐには難しいかもしれませんが、

少しずつでも努力していきたいです。 

 

切削液自動供給装置            出展 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

SUN MON TUE WED THU FRI SAT SUN MON TUE WED THU FRI SAT 

1 2 3 4 5 6 7    1 2 3 4 

8 9 10 11 12 13 14 5 6 7 8 9 10 11 

15 16 17 18 19 20 21 12 13 14 15 16 17 18 

22 23 24 25 26 27 28 19 20 21 22 23 24 25 

29 30 31     26 27 28 29 30 31  

 

 

2 日  劉    さん   4 日 江川   さん 

 5 日 松本   さん 19 日 山本   さん 

27 日 北野   さん 28 日 山田   さん 

31 日  川畑   さん 31 日 今井   さん 

3 日 清水   さん  11 日 岩本   さん 

14 日 伊藤   さん  15 日 肖    さん 

17 日 山岸   さん  19 日 瀬尾   さん 

26 日 篠嶋   さん  28 日 田中   さん 

 

編集後記 :6/22 を臨時休業日にさせて頂き研修旅行で東京ビックサイトにて開催された「機械要素技術展」

の見学をしてきました。（記事は次号掲載予定）そこで同時開催されていた 3D＆バーチャルリアリティ展で

は VR 体験の列が出来ていました。また翌 23 日昼食後の自由時間で VR ZONE SHINJUKU で「DRAGON QUEST VR」

を体験してきました。2016 年が VR 元年と呼ばれてからまだ 2年ですが技術の進歩がすさまじい分野でした。

近い将来小説で描かれているような体験が出来る日が来るといいな。          Ｍ．Ｍ 

５月２日 

倉部第二工場 ２Ｆ 

０災サークル活動発表 ＋ 技能検定合格者表彰 

５月１１日(金) ５月１３日(日) ５月２７日(日) 

荒木 さん    北村 さん ３級 

 

３級 

おめでとうございます！次回は更に上の級を目指して頑張りましょう！ 

山本 さん 

５月８日 

御経塚グランドボウル 

毎年恒例のボウリング大会に参加させて頂きました。 

昨年は上位入賞を逃したので、今年はリベンジ！！ 

見事チーム優勝する事が出来ました。 

そして俵さんは個人でも１位をＧＥＴ！ 

来年もこの調子で２連覇目指しましよう♪ 

 

今回大阪にある枚岡合金工具(株)高松部長様による 3S（整理、整頓、清潔）の講習を受け

るにあたり、作業現場での 2S のやり方や清掃のテクニックなど学べればと思いました。 

たくさんの写真で事例を紹介され大変分かりやすい内容で“これは弊社でも実践できるな” 

といった事例も多々ありました。 

｢赤字が続き大変汚い町工場だったが、3S 活動を進め今では経営的にも安定し延べ 1 万人

以上の見学者が訪れる工場になるまでには、社内のベテラン社員による抵抗があり紆余曲折

の連続だった」と語られたのが印象に残っています。2：6：2 の法則というキーワードが   

あり、これは何か新しいことを始めようとするときに推進派 2、中間派 6、反対派 2 という  

割合で社内は意見が分かれる。どこの会社にも反対派はおり、その反対派に理解してもらう

には ” 必ずみんなにとって良い方向に進むから ” と根気強く行動で示した結果、現在様々な

方面で枚岡合金工具の 3S 活動が取り上げられ高い評価を受けていると話されていました。 

必要なものを必要な分だけ置き、識別・表示をすることで探すムダがなくなり今までと同じ

時間でどれほど効率が上がるかをこの講習を受け今一度認識できたのが良かったです。現在

当社でも同じようなムダがあり 3S 活動を進めていますが、まだまだやる事は沢山ありムダ 

なく楽に作業ができる作業環境づくりを進めて行きたいと思います。 

５月１７日 

第４係 川端 

品保係 若林係長の発表 

 

今年は倉部で初開催 

早朝 AM7:00～より参加された皆さん、お疲れ様でした ( * ´ ∀｀* ) 

今回より改善発表大会から目標管理報告会 

と改め昨年度の目標管理から落とし込まれた 

各係の安全･品質･教育･改善の活動内容及び 

結果の報告が行なわれました。また部長、常務 

より安全、品質、改善、人材育成に対する活動 

の解析結果の報告もありました。更に昨年度 

の後期検定合格者の表彰と、今年度から  

新しくコンサルタントに就いて頂いている 

先生からも講評を頂きました。 

最後は社長より過去の売上げ推移と今後の展望について話

がありました。今年度も目標を立てて活動し、次回報告会は良い 

発表が出来る様に活動に邁進して下さい。 

 


